
JP 4070660 B2 2008.4.2

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高吸水性ポリマー及びパルプ繊維を含有する吸収体であって、前記高吸水性ポリマー及
び前記パルプ繊維の坪量が高い高坪量領域と、それぞれの坪量が前記高坪量領域よりも低
い低坪量領域を有しており、
　前記両領域が、物理的に連続した一体構造で形成されており、
　前記両領域は、各々厚み方向の断面が複数の層からなっており、その複数の層のいずれ
もが両領域に亘って物理的に連続した一体構造をなしている吸収体。
【請求項２】
　前記高坪量領域における、前記高吸水性ポリマー及び前記パルプ繊維それぞれの配合比
率（％）と、前記低坪量領域における、該高吸水性ポリマー及び該パルプ繊維それぞれの
配合比率（％）との差が、それぞれ±５％の範囲内である請求項１記載の吸収体。
【請求項３】
　前記高坪量領域と前記低坪量領域とが実質的に同じ密度を有する請求項１又は２記載の
吸収体。
【請求項４】
　前記吸収体は、縦長に形成されており、該吸収体の幅方向中央部及び長手方向両側部そ
れぞれに前記高坪量領域を有しており、幅方向中央部の前記高坪量領域と長手方向両側部
の前記高坪量領域との間及び幅方向中央部の前記高坪量領域の前後に前記低坪量領域を有
する請求項１～３の何れか記載の吸収体。
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【請求項５】
　液透過性の表面シート、液不透過性の裏面シート及び両シート間に介在された液保持性
の吸収体を具備し、実質的に縦長に形成されている吸収性物品において、
　前記吸収体は、高吸水性ポリマー及びパルプ繊維を含有しており、前記吸収体における
、吸収性物品の長手方向の何れか一端側に偏倚した位置に、該高吸水性ポリマー及び該パ
ルプ繊維それぞれの坪量が他の部位よりも高い高坪量領域を有しており、前記高坪量領域
と前記他の部位とが物理的に連続した一体構造で形成されており、
　前記高坪量領域及び前記他の部位は、各々厚み方向の断面が複数の層からなっており、
その複数の層のいずれもが、前記高坪量領域及び前記他の部位に亘って物理的に連続した
一体構造をなしている吸収性物品。
【請求項６】
　前記高坪量領域は、前記吸収性物品における、着用者の排尿部に対向配置される部位に
形成されている請求項５記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、吸収容量を部分的に高く設計した部位を有し、該部位の吸収性能を十分に発現
させることができ、しかも、吸収性物品に組み入れて用いた場合に着用者に違和感を与え
にくい吸収体、及び該吸収体を用いた吸収性物品に関する。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
一般に、吸収性物品の吸収容量は、その用途に応じて設計される。例えば、使い捨ておむ
つの場合、新生児用から介護が必要な大人まで、幅広いユーザーが対象であり、その各々
について吸収容量を設計する必要がある。
【０００３】
例えば、新生児用は、その排泄物の殆どが軟便であることから、軟便に対応するために、
おむつ長手方向中央部から後方部（背側）にかけての便吸収性能を高めるように設計する
ことがあり、幼児用や大人用は、大量の排尿に対応するために、長手方向中央部から前方
部（腹側）にかけての尿吸収性能を高めるように設計することがある。前者の場合には、
新生児用であるため、全体の吸収容量をあまり高く設計しなくても漏れが生じることはあ
まりない。一方、後者の場合には、排尿が中心でしかもその量が多いことから、おむつ長
手方向中央部から前方部の吸収容量を高める必要があり、その目的から、高吸水性ポリマ
ーが前方に多くなるようにポリマーをパターン散布したり、前方のみを２層に重ねた吸収
体構造とする方法が知られている（特許文献１参照）。
【０００４】
しかし、高吸水性ポリマーをパターン散布した場合には、パターン散布用の設備が必要で
ある上に、散布パターンと散布されるシート基材とを正確に位置合わせする装置等が必要
であり、更に、散布パターンの位置を製造ライン上で検出しにくいという問題がある。ま
た、場合によっては、ポリマーリッチな部位からのポリマー漏れが生じたり、ゲルブロッ
キングが生じる恐れがあり、期待した程の吸収容量が発現しないことがある。
前方のみを２層に重ねた吸収体の場合には、上層の吸収体のポリマーが吸液膨潤してゲル
ブロッキングが生じると、下層の吸収体に液がスムーズに移行しなくなることがあるため
、結果として前方に、ポリマーやパルプ繊維等の吸収性材料の量に見合った吸収性能が得
られず、場合によっては漏れの原因となる。また、前方のみを２層に重ねた吸収体の場合
には、後方の一層構造の部分との境界に剛性の差が生じる等により、着用時に違和感を感
じることがある。
【０００５】
【特許文献１】
特開平８－６６４２６号公報
【０００６】
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従って、本発明の目的は、吸収容量を部分的に高く設計した部位を有し、該部位の吸収性
能を十分に発現させることができ、しかも、吸収性物品に組み入れて用いた場合に着用者
に違和感を与えにくい吸収体、及び該吸収体を用いた吸収性能及び装着感に優れた吸収性
物品を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明は、高吸水性ポリマー及びパルプ繊維を含有する吸収体であって、　前記高吸水性
ポリマー及び前記パルプ繊維の坪量が高い高坪量領域と、それぞれの坪量が前記高坪量領
域よりも低い低坪量領域を有しており、前記両領域が、物理的に連続した一体構造で形成
されている吸収体を提供することにより、上記の目的を達成したものである。
【０００８】
また、本発明は、液透過性の表面シート、液不透過性の裏面シート及び両シート間に介在
された液保持性の吸収体を具備し、実質的に縦長に形成されている吸収性物品において、
前記吸収体は、高吸水性ポリマー及びパルプ繊維を含有しており、前記吸収体のおむつ長
手方向の何れか一端側に偏倚した位置に、該高吸水性ポリマー及び該パルプ繊維それぞれ
の坪量が他の部位よりも高い高坪量領域を有しており、前記高坪量領域と前記他の部位と
が物理的に連続した一体構造で形成されている吸収性物品を提供することにより、上記の
目的を達成したものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明をその好ましい実施形態に基いて説明する。
図１には、本発明の吸収体の一実施形態としての吸収体４を、本発明の吸収性物品の一実
施形態としての使い捨ておむつ１の一部として用いた状態が示されている。
【００１０】
本実施形態の使い捨ておむつ１は、液透過性の表面シート２、液不透過性の裏面シート３
、及び両シート２，３間に介在された液保持性の吸収体４を具備し、実質的に縦長に形成
されている。
使い捨ておむつ１は、長手方向の一端から他端に向かって、着用時に着用者の背側に配さ
れる背側部Ａ、股下に配される股下部Ｂ及び腹側に配される腹側部Ｃを順に有している。
本実施形態の使い捨ておむつ１は、いわゆる展開型の使い捨ておむつであり、背側部Ａの
左右両側縁部におむつ止着用のファスニングテープ１１を有しており、対応するランディ
ングテープ１２を、腹側部Ｃの外表面に有している。
【００１１】
本実施形態の吸収体４は、高吸水性ポリマー及びパルプ繊維からなり、該高吸水性ポリマ
ー及び該パルプ繊維それぞれの坪量が、他の部位である低坪量領域４２よりも高い高坪量
領域４１を有している。尚、高吸水性ポリマー及びパルプ繊維を含有するという表現には
、高吸水性ポリマー及びパルプ繊維以外の成分を含む場合と、高吸水性ポリマー及びパル
プ繊維以外の成分を含まない場合の両者が含まれる。
本実施形態における高坪量領域４１は、吸収体４の長手方向の両端の内、おむつ１の着用
時に着用者の腹側に配される側の一端４ａ側に偏倚した位置に形成されており、より具体
的には、おむつ１における、着用者の排尿部に対向配置される部位（股下部Ｂから腹側部
Ｃに亘る部位）に形成されている。
【００１２】
高坪量領域４１及び低坪量領域４２は、物理的に連続した一体構造で形成されている。即
ち、両領域は、単一の構造体を形成しており、両領域間には別個の吸収体を連結した様な
界面が存在していない。尚、高坪量領域４１における吸収体４の厚みは、低坪量領域４２
における吸収体４の厚みよりも若干厚い。
【００１３】
両領域４１、４２に亘る吸収体４の断面構造（厚み方向の断面構造）は、従来の２層構造
の吸収体、即ち下層吸収体の上に、別に製造した上層吸収体を積層した吸収体や、単一の
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層からなる吸収体の一部を折り返して２層の部分を形成した吸収体における断面構造とは
異なるものである。具体的には、図２（ｂ）のように高坪量領域と低坪量領域との間に不
連続さがなく単一の構造となっている。
【００１４】
本実施形態の吸収体４は、図２（ｂ）に示すように、高坪量領域４１及び低坪量領域４２
の両領域が、各々厚み方向に複数の層からなっている。具体的には、両領域４１，４２は
、それぞれ、厚み方向にパルプ繊維を主体とする上層４１ａ、高吸水性ポリマーを主体と
する中間層４１ｂ、及びパルプ繊維を主体とする下層４１ｃを有している。そして、その
複数の層４１ａ～４１ｃのいずれもが両領域に亘って物理的に連続した一体構造をなして
いる。
従来技術では、高坪量の部分と低坪量の部分の間に物理的不連続さが生じてしまうのであ
る。本発明においては高坪量領域と低坪量領域との間に物理的に不連続な領域がないこと
が大きな差異である。
【００１５】
吸収体４は、高坪量領域４１と低坪量領域４２との間に坪量差を有している。より具体的
には、高坪量領域４１及び低坪量領域４２は、平面視した場合に両領域の境界面において
坪量が急激に変化し、両領域間に坪量差を生じている。これは、両領域においては、密度
がほぼ一定に保たれつつ、かつパルプ繊維と高吸水性ポリマーの積繊量が高坪量領域で低
坪量領域よりも多いことに起因する。このような構造とするには、後述するような製造技
術上の工夫が重要となる。
【００１６】
両領域４１、４２の坪量差は２０～６００ｇ／ｍ2、特に３０～２００ｇ／ｍ2であること
が、着用者に違和感を与えない程度の剛性差が得られ易く、しかも当該剛性差によって着
用者所定部位に適度なフィット性を与え、着用し易いという効果が得られるので好ましい
。
なお、各領域の坪量は以下のようにして測定される。
＜坪量の測定方法＞
各領域から平面視における寸法が３ｃｍ×３ｃｍ以上（好ましくは５ｃｍ×５ｃｍ以上）
の同面積である測定片を採取し、各測定片の面積と重量を測定して、坪量（重量／面積）
を算出した。測定片は、両領域から５つ、好ましくは各領域から５つずつ採取する。
【００１７】
両領域の坪量差は、高坪量領域の測定片の坪量の平均値と低坪量領域の測定片の坪量の平
均値とから算出する。
両領域の坪量は吸収体の用途等に応じて適宜決定でき、特に制限されるものではないが、
例を示せば、高坪量領域の坪量は２００～４００ｇ／ｍ2であり、低坪量領域の坪量は１
００～３００ｇ／ｍ2である。
【００１８】
本発明においては、高吸水ポリマーとパルプ繊維との混合比が、高坪量領域と低坪量領域
とで実質的に同じであることが好ましい。というのは、そのような構成によって、高坪量
領域と低坪量領域の吸収速度差がつき難くなるし、また一方側にゲルブロッキングが発生
する等の問題が生じ難くなるからである。
具体的には、高坪量領域４１における、前記高吸水性ポリマー及び前記パルプ繊維それぞ
れの配合比率（％）と、前記低坪量領域における、該高吸水性ポリマー及び該パルプ繊維
それぞれの配合比率（％）との差が、それぞれ±５％の範囲内であることが好ましい。前
記配合比率（％）は、高吸水性ポリマー及びパルプ繊維の合計量に対する該高吸水性ポリ
マー又は該パルプ繊維の配合割合を百分率（％）で示した値である。例えば高坪量領域４
１における、高吸水性ポリマーとパルプ繊維との混合比（前者：後者）が５４：４６の場
合、該領域４１における、該高吸水性ポリマーの配合比率は５４％で、パルプ繊維の配合
比率は４６％である。そして、このとき、低坪量領域４２における、高吸水性ポリマーの
配合比率が５５％であるとすれば、高坪量領域４１におけるポリマー配合比率（％）と、
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低坪量領域４２におけるポリマーの配合比率（％）との差は、－１％（５４％－５５％）
である。
【００１９】
本実施形態の吸収体は、高坪量領域と低坪量領域の密度が実質的に同じである。具体的に
は、両領域４１、４２の密度の比（高坪量領域／低坪量領域）が０．９～１．１である。
当該範囲内とすることで両領域での吸収性能の設計が容易となり、しかも剛性差が両領域
間で違和感を与えない程度と設計し易い。なお、各領域の密度は以下のようにして測定さ
れる。
＜密度の測定方法＞
高坪量領域と低坪量領域が十分な大きさを有している場合には、各々の領域を採取して体
積と重量を測定し、密度を算出する。
両領域の一方が十分な大きさを有していない場合（例えば、平面積１ｃｍ2未満の複数の
高坪量領域が低坪量領域に散りばめられているような場合）には、吸収体上の任意の部位
５個所（但し、高坪量領域と低坪量領域は少なくとも該部位のうち１ケ所ずつに含まれる
ようにする）を、３ｃｍ×３ｃｍ以上（好ましくは５ｃｍ×５ｃｍ以上）の寸法で同面積
となるように採取し、体積と重量を測定する。各々の測定片について密度（重量／体積）
を算出する。この場合、各測定片の密度の差が±５％以内であれば、高坪量領域と低坪量
領域の密度が実質的に同じである。
【００２０】
本実施形態においては、高坪量領域と低坪量領域でほぼ同じ密度とするために、後述する
ような製造方法の工夫を施すことによって、高吸水ポリマーとパルプ繊維との混合比が、
両領域４１、４２において実質的に同じとなるようにし、且つ、両領域４１，４２に実質
的に異なった圧力が加わらないような圧縮処理を施す（高坪量領域と低坪量領域の厚み差
に合わせた段を備えたプレートで押さえる等）か、若しくは圧縮処理を施していない。こ
のようにして、両領域の同じ密度が達成される。
【００２１】
各領域４１，４２における高吸水性ポリマーの混合比は、以下のようにして測定される。
＜ポリマー及びパルプ繊維の混合比の測定方法＞
吸収体の高坪量領域及び低坪量領域を必ず１点は含むように５点切り出し（即ち、５点切
り出したうち高坪量領域と低坪量領域とが1点ずつは含まれるように切り出し）、各々に
ついてポリマーとパルプ繊維をふるい等によって分離し、ポリマーとパルプ繊維の各重量
を測定する。混合比は、両領域毎に平均をとる。分離の手段は両者がほぼ完全に分離でき
ればよく、種々の手段を用いることができる。例えば、粒径の差を利用し、目の細かいメ
ッシュでふるい分けしたり、重量の差を利用してパルプのみが飛散するような風量下に置
いて、飛散前後の重量を測定しても良い。
【００２２】
吸水性ポリマーとしてポリアクリル酸系のものを使用する場合において特に好ましい方法
は、パルプ繊維及び吸水性ポリマーを含むサンプル中の該ポリマーに低分子化を起こさせ
、その低分子化により生じた低分子成分を分離除去し、該低分子成分を除去した後の残存
物の重量を定量し、その定量した重量を用いて、前記サンプル中の繊維及び吸水性ポリマ
ーの含有量を算出する方法である。
【００２３】
具体的には、各領域４１，４２からサンプルを採取し、９０℃で８時間以上乾燥処理を行
った後、室温にて平衡化した後に正確に秤量する。
そして、各サンプルを、予め正確に秤量してあるメッシュ袋に充填し、該メッシュ袋ごと
、４重量％のアスコルビン酸及び０．０２重量％のリボフラビンを含有する水溶液中に浸
漬させ、該水溶液をサンプルに充分に含ませる。次いで、メッシュ袋を水溶液中から取り
出し、サンプルを日光（紫外線）による低分子化処理を８時間×３日間施し、低分子化に
より低分子化して可溶化した成分を、メッシュ袋から水洗により分離除去する。リボフラ
ビンにより着色されたポリマーの色が消失していない場合又は水洗時のぬるぬる感が消失
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していない場合には、メッシュ袋を再度前記水溶液中に浸漬させ、日光による低分子化処
理を繰り返す。すべてのサンプルについて前記ポリマーの色が完全に消失し且つ水洗時の
ぬるぬる感が消失した時点で処理を終了する。
【００２４】
メッシュ袋を充分に水洗した後、遠心分離器を用いて８００回転／分の速度で１０分遠心
して脱水する。次いで、９０℃で１８時間以上の乾燥を行い、室温にて平衡化した後、残
存物を収容した状態のメッシュ袋の重量を秤量する（以下、この重量を処理後重量ともい
う）。
そして、処理後重量からメッシュ袋単体の重量を差し引いた値をサンプル中のパルプ繊維
の含有量とし、予め測定しておいたサンプル重量からパルプ繊維の重量を差し引いた値を
吸水性ポリマーの含有量とする。
【００２５】
本実施形態の吸収体４は、下記▲１▼～▲４▼の製造工程のうち、少なくとも▲１▼、▲
２▼を含む３つを組み合わせることによって製造することができる。
▲１▼積繊ドラムチャンバー内を、大気圧に対して１～２０ｋＰａ（好ましくは５～２０
ｋＰａ）減圧して、高吸水性ポリマーとパルプ繊維（飛散状態）を、積繊ドラム外周面の
集積部に集積する。当該範囲とすることで、下記▲２▼の開口面積率の差による積繊速度
の差を実現できる。
▲２▼吸引孔の開口面積率（開口総面積と底面部の面積の比率）が異なる領域を底面部に
形成した集積部を使用する。このとき、高坪量領域を形成する領域と低坪量領域を形成す
る領域との開口面積率は、前者が４０～８０％、後者が２～２０％とする。
▲３▼更に、▲２▼の開口面積率の比を前者／後者の比で９５／５～７５／２５とする。
▲４▼集積部は出来る限り平らとし、段差は設けない。段差を設けると、段差で吹き付け
られた風に乱れが生じて吸収体が物理的に不連続構造になったり、密度が不均一になった
りする。
【００２６】
本実施形態の吸収体４によれば、高い吸収容量が要求される部位に高坪量領域４１を設け
ると共に、要求される吸収容量が相対的に低い部位に低坪量領域４２を設けることにより
、高吸水性ポリマー、パルプ繊維等の吸収性材料、及びそれらにより実現される吸収容量
を最も効果的な方法で有効に活用することができる。しかも、高吸収容量を目指した高坪
量領域４１が、吸収体同士を積層していない単一構造体から形成されている（即ち、低坪
量領域の吸収体構造と基本構造は同じで、別の吸収体を積載していない）ため、該領域に
おける吸収性能を効率的に発現させることができる。即ち、従来の、低吸収容量部分の吸
収体構造に別の吸収体構造体を積載した２層構造の吸収体においては、上層の吸収体にお
いて、高吸水性ポリマーが排泄物と接して大きく膨潤すると、排泄物が下層の吸収体にス
ムーズに移行することが妨げられることがあるが（ゲルブロッキング）、本実施形態の吸
収体４のように、高坪量領域４１が単一構造体から形成されていると、排泄物が厚さ方向
の全体に導入され易く、下方に存在するポリマーまで有効に利用される。
また、高坪量領域４１と低坪量領域（他の部位）が、物理的に連続した一体構造で形成さ
れているため、従来の２層構造の吸収体とは異なり、高坪量領域４１と低坪量領域４２と
の間に大きな剛性の差が生じにくいため、おむつ等の吸収性物品に組み入れて用いる場合
に、着用者が違和感を感じにくい。
【００２７】
また、高吸水ポリマーとパルプ繊維との混合比率を両領域において実質的に同じにしてあ
るため、密度を均一にできるだけでなく、吸収体上での吸収性能の設計が非常に容易にな
る。というのは、密度が同じであっても、高吸水性ポリマーとパルプ繊維の混合比率が異
なっていては、吸収体の吸収速度や吸収容量が局所的に望ましくない性能となることがあ
りえ、その結果尿漏れやポリマー漏れなどの諸問題を誘発する恐れがあるからである。
【００２８】
本実施形態の使い捨ておむつ１によれば、上記した実施形態の吸収体４を、高坪量領域４
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１を着用者の排尿部に対向配置される部位（腹側部Ｃから股下部Ｂに亘る部位）に位置さ
せるようにして用いているため、上述した吸収体４の作用効果が一層効果的に発現される
。即ち、排尿部に対向配置される部位において吸収容量を有効に活用できると共に、背側
部側での不慮の排泄（例えば、下痢便のように多少の粒を含んだ液状の排泄物）がなされ
ても、全体の密度が低いので当該箇所が目詰まりを生じにくく、排泄物を効率的に腹側の
吸収部へと移行させることができる。
【００２９】
吸収体４及び使い捨ておむつ１の形成材料について説明する。
吸収体に含有させる高吸水性ポリマーとしては、各種公知のものを特に制限なく用いるこ
とができ、例えば、ポリアクリル酸ナトリウム、（アクリル酸－ビニルアルコール）共重
合体、ポリアクリル酸ナトリウム架橋体、（でんぷん－アクリル酸）グラフト共重合体、
（イソブチレン－無水マレイン酸）共重合体及びそのケン化物、ポリアスパラギン酸等が
挙げられる。
【００３０】
吸収体は、パルプ繊維の他に、レーヨン繊維やコットン、酢酸セルロース等の親水性繊維
、ポリエチレン、ポリプロピレン等のポリオレフィン系繊維、ポリエステル、ポリアミド
等の縮合系繊維、塩化ビニル、酢酸ビニル等のビニルモノマー重合体の繊維等を含むもの
であっても良い。尚、吸収体は、台紙や液透過性の不織布からなる被覆シートで被覆され
ていても良い。
【００３１】
吸収体の原料として、パルプ繊維に加えて他の繊維を用いる場合、吸水性ポリマー及び全
繊維の合計重量に対するポリマーの比率（重量％）並びに前記合計重量に対する全繊維合
計の重量の比率（重量％）は、それぞれ、高坪量領域と低坪量領域とで差が±５％の範囲
内であることが好ましい。吸水性ポリマー及びパルプ繊維の吸収体中の合計含有量は７０
～１００％、特に８０～１００％が好ましい。
【００３２】
表面シート２、裏面シート３、ファスニングテープ１１、ランディングテープ１２として
は、従来の使い捨ておむつ等に用いられているものを特に制限なく用いることができる。
【００３３】
本発明は、上述した実施形態に制限されない。
例えば、吸収体４における高坪量領域４１は、図３に示すようなパターンで形成されてい
ても良い。図３中、符号４３は、高坪量領域４１と他の部位としての低坪量領域４２との
境界（坪量差がある）を示す。
【００３４】
図３（ａ）に示す吸収体４は、長手方向の両端の内の背側に配される側の一端側に偏倚し
た位置に高坪量領域４１を有するものである。斯かる吸収体４は、特に新生児用の使い捨
ておむつに適しており、この吸収体４を用いた使い捨ておむつによれば軟便が着用者前側
へ移行して腹側を汚すことが低減できる。
図３（ｂ）に示す吸収体４は、幅方向の中央部及び両側部に高坪量領域４１を有するもの
であり、斯かる吸収体４を用いた使い捨ておむつによれば横寝時（特に老人）の横漏れを
有効に防止できる。
【００３５】
また、上述した実施形態においては、幼児用又は成人用の展開型使い捨ておむつを例示し
て説明したが、本発明の吸収性物品は、パンツ型の使い捨ておむつ、生理用ナプキン、失
禁パッド、パンティライナー等であっても良い。更に、本発明の吸収体は、上述した吸収
性物品用の吸収体の他、ドリップシート、キッチン用吸収シート、家庭用清掃シート、ペ
ット用シート等における吸収体として用いることもできる。
【００３６】
【実施例】
〔実施例１〕
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高吸水性ポリマー及びパルプ繊維を積繊ドラムの外周面に向けて飛散状態で供給し、これ
を、底面部に多数の吸引孔を設けた凹状の集積部に吸引堆積させ、前記高吸水性ポリマー
及び前記パルプ繊維の堆積物を、前記集積部内から離型して吸収体を製造する方法により
吸収体を製造した。
製造の条件は、集積部内に段差を設けない集積プレートで集積部の底面部を構成し、当該
プレートの前側部の開口面積率を６０％、後側部の開口面積率を１５％とした。また、積
繊ドラムチャンバー内を、大気圧に対して８～１１ｋＰａ（圧力の変動を考慮した実測値
）減圧し、この負圧が、高吸水性ポリマー及びパルプ繊維を堆積させる際に集積部に作用
するようにした。高吸水ポリマーとパルプ繊椎（のみの系）の割合は、重量比で５５／４
５とした。尚、積繊後に、吸収体にはプレス処理は施していない。高吸水性ポリマーは、
ポリアクリル酸系のものを用いた。
【００３７】
〔実施例２〕
前側部及び後側部の開口面積率を順に５０％、３％とした以外は、実施例１と同様にして
吸収体を得た。
【００３８】
〔実施例３〕
前側部及び後側部の開口面積率を順に５０％、７％とした以外は、実施例１と同様にして
吸収体を得た。
【００３９】
〔実施例４〕
実施例１で、積繊ドラムチャンバー内を大気圧に対して６～９ｋＰａ減圧した以外は、実
施例１と同様にして吸収体を得た。
【００４０】
〔比較例〕
実施例１で、前側部及び後側部の開口面積率を順に６０％、３０％とした以外は実施例１
と同様にして吸収体を得た。
【００４１】
実施例及び比較例で得られた吸収体について、高坪量領域及び低坪量領域それぞれにおけ
る、高吸水性ポリマーとパルプ繊維との混合比並びに厚みを表１に示した。比較例の吸収
体については、開口面積率が大きい領域に対応する部分及び開口面積率が小さい部分に対
応する部分を、便宜上高坪量領域及び低坪量領域とした。
【００４２】
〔前漏れ値の測定（吸収体の吸収性能評価）〕
４５゜の平滑な斜面に、各吸収体（長さ２００ｍｍ×幅８０ｍｍ）を固定して静置し、人
工尿４０ｍＬを５ｍＬ／秒の注入速度で流し、５分間隔をおいて同じ操作を繰り返した。
吸収体は、注入点は、吸収体の下端より１４０ｍｍの位置（高坪量領域）とした。注入し
た液が、吸収体の下端から漏れ出るまでの注入量を測定し、これを前漏れ値として表１に
示した。
〔感触のの評価〕
実施例１～４の吸収体について、その上面を吸収体の長手方向の一端から他端に向かって
手で撫でるようにして触ったところ、厚みの差として違和感を感じることがなかった。特
に、実施例１，４の吸収体については厚みの差が０．５ｍｍ程度なので厚みの差すら感じ
られなかった。
【００４３】
【表１】
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【００４４】
実施例１～４の吸収体はいずれも前側に高坪量領域が、後側の低坪量領域よりも厚みをも
って形成され、そのポリマー／パルプの配合比は両領域で大きなずれが無く、密度が一定
に保たれていた。このため、高吸収容量を目指した高坪量領域４１にゲルブロッキングを
生じさせることなく、該領域における吸収性能を効率的に発現させることができる。しか
も、従来の２層構造の吸収体とは異なり、高坪量領域と低坪量領域との間に剛性の差が生
じにくい。一方、比較例の吸収体は厚みに差が現れず、坪量に所望の差異が得られなかっ
た。このため、上記効果は期待できない。
【００４５】
【発明の効果】
本発明の吸収体は、吸収容量を部分的に高く設計した部位を有し、該部位の吸収性能を十
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分に発現させることができ、しかも、吸収性物品に組み入れて用いた場合に着用者に違和
感を与えにくいものである。
本発明の吸収性物品は、上記吸収体の作用効果が一層効果的に奏され、吸収性能及び装着
感に優れたものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明の吸収体の一実施形態としての吸収体を、本発明の吸収性物品の
一実施形態としての使い捨ておむつの一部として用いた状態を示す平面図であり、使い捨
ておむつを表面シート側から見た状態を示す一部破断図である。
【図２】図２は、図１の吸収体を単独で示す図で、図２(a)は平面図、図２(b)は図１(a)
のＸ－Ｘ断面を模式的に示す断面図である。
【図３】図３(a)～(c)は、本発明の他の実施形態を示す図である。
【符号の説明】
１　　使い捨ておむつ
２　　表面シート
３　　裏面シート
４　　吸収体
４１　　高坪量領域
４２　　低坪量領域（他の部位）
４３　　高坪量領域と低坪量領域との境界部
Ａ　　背側部
Ｂ　　股下部
Ｃ　　腹側部

【図１】 【図２】

【図３】
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